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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年11月20日(2008.11.20)

【公表番号】特表2008-515798(P2008-515798A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-534851(P2007-534851)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 471/14    １０２　
   Ｃ０７Ｄ 471/14    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １５０　
   Ａ６１Ｋ  31/55    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ｉ）：
【化１】

の化合物またはその製薬的に許容される塩であって、
該式中：
　環Ａは、場合により置換された５員もしくは６員のアリールまたはヘテロアリール環で
あり；
　Ｇ１は、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、またはＳ（＝Ｏ）２であり；
　Ｙ１およびＹ２の少なくとも１つがＮであるという条件で、Ｙ１は、ＮまたはＣＨであ
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り、Ｙ２は、ＮまたはＣＲｅであり；
　Ｒａは、水素、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ａ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４ａ）２、－ＣＯ２Ｒ６ａ、－Ｓ
Ｏ２Ｒ６ａ、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４ａ）２、場合により置換されたＣ１～１０脂肪族、あるい
は場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、またはヘテロシクリル環であり；
　Ｒｂは、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリール、また
はヘテロシクリル基であり；
　Ｒｃは、水素、フルオロ、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、または場合により置換されたＣ

１～４脂肪族であり；
　Ｒｄは、水素、フルオロ、Ｃ１～４脂肪族、またはＣ１～４フルオロ脂肪族であり；あ
るいはＲｃおよびＲｄは、それらが結合する炭素原子とひとまとめにされて、場合により
置換された３～６員炭素環を形成し；
　Ｒｅは、水素、ハロ、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）

２、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｃ
Ｏ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（
Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、または場合により置換されたＣ１～４脂肪族であり；
　各Ｒ４は独立して、水素または場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリー
ル、またはヘテロシクリル基であり；あるいは同じ窒素原子における２個のＲ４は、該窒
素原子とひとまとめにされて、該窒素原子に加えてＮ、ＯまたはＳから選択される０～２
個の環ヘテロ原子を有する、場合により置換された４～８員ヘテロシクリル環を形成し；
　各Ｒ４ａは独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロア
リール、またはヘテロシクリル基であり；あるいは同じ窒素原子における２個のＲ４ａは
、該窒素原子と共にひとまとめにされて、該窒素原子に加えてＮ、ＯまたはＳから選択さ
れる０～２個の環ヘテロ原子を有する、場合により置換された４～８員ヘテロシクリル環
を形成し；
　各Ｒ５は独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリ
ール、またはヘテロシクリル基であり；
　各Ｒ５ａは独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロア
リール、またはヘテロシクリル基であり；
　各Ｒ６は独立して、場合により置換された脂肪族またはアリール基であり；
　各Ｒ６ａは独立して、場合により置換された脂肪族またはアリール基であり；そして
　Ｒ１０は、－ＣＯ２Ｒ５または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２である、
化合物またはその製薬的に許容される塩。
【請求項２】
以下の特徴（ａ）～（ｅ）：
　（ａ）Ｙ１は、Ｎである；
　（ｂ）Ｙ２は、ＣＲｅであり、Ｒｅは、水素、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪
族、－ハロ、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、－ＣＮ、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）

２、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、および－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０から成る群より選択される；
　（ｃ）Ｇ１は、Ｃ＝Ｏである；
　（ｄ）Ｒｃは、水素、フルオロ、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、ならびに、Ｃ１～４脂肪
族からなる群から選択され、該Ｃ１～４脂肪族は、Ｃ１～３脂肪族、フルオロ、－ＯＲ５

、－Ｎ（Ｒ４）２、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、および場合により置換され
た５員もしくは６員のアリールまたはヘテロアリールから独立して選択された１または２
個の基によって場合により置換されている；ならびに
　（ｅ）Ｒｄは、水素である；
の１つ以上によって特徴づけられる、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
環Ａが、フラノ、チエノ、ピロロ、オキサゾロ、チアゾロ、イミダゾロ、ピラゾロ、イソ
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オキサゾロ、イソチアゾロ、オキサジアゾロ、トリアゾロ、チアジアゾロ、ベンゾ、ピリ
ジノ、ピリダジノ、ピリミジノ、ピラジノ、およびトリアジンから成る群より選択される
、置換または非置換の５員もしくは６員のアリールまたはヘテロアリール環である、請求
項１に記載の化合物。
【請求項４】
環Ａが、０～２個のＲｈおよび０～２個のＲ８ｈによって置換され；
　各Ｒｈが独立して、Ｃ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロ脂肪族、ハロ、－Ｒ１ｈ、－Ｒ
２ｈ、－Ｔ４－Ｒ２ｈ、－Ｔ４－Ｒ１ｈ、－Ｖ３－Ｔ４－Ｒ１ｈ、および－Ｖ３－Ｔ４－
Ｒ２ｈから成る群より選択され、あるいは２個の隣接するＲｈが、介入する環原子とひと
まとめにされて、Ｏ、Ｎ、およびＳから成る群より選択される０～３個の環ヘテロ原子を
有する、場合により置換された縮合４～８員の芳香族環または非芳香族環を形成し；
　Ｔ４が、１または２個の独立して選択されたＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により置
換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、ここで該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５

）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ
Ｏ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）
－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２－、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－によって割り込まれ；
　Ｖ３が、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ
（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、
－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（ＮＲ４）＝Ｎ－、－Ｃ（ＯＲ５）＝Ｎ－、－Ｎ（Ｒ４

）ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｏ
Ｒ５）－Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）－Ｏ－または－Ｐ（Ｏ）（ＮＲ５）－Ｎ（Ｒ５）－であり；
　各Ｒ１ｈが独立して、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリ
ル、または脂環式環であり；
　各Ｒ２ｈが独立して、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－
Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、ＳＯ３Ｒ５、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－ＣＯ

２Ｒ５、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝
ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）、－Ｃ（
＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－ＯＲ５、－
Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ

２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；
　各Ｒ３ａが独立して、－Ｆ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～３アルキル）、
－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～３アルキル）から成る群より選択され
；
　各Ｒ３ｂが独立して、Ｒ３ａまたはＲ７によって場合により置換されたＣ１～３脂肪族
であり、あるいは同じ炭素原子または隣接する炭素原子における２個の置換基Ｒ３ｂは、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　各Ｒ７が独立して、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール環であり；そ
して
　各Ｒ８ｈが独立して、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、および－Ｏ
（Ｃ１～４脂肪族）から成る群より選択される；
請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
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式（ＩＩ）：
【化２】

を有する、請求項４に記載の化合物またはその製薬的に許容される塩であって、
該式中、環Ａは、０～２個のＲｈおよび０～２個のＲ８ｈによって置換される、
化合物またはその製薬的に許容される塩。
【請求項６】
環Ａが、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、および－Ｏ（Ｃ１～４脂肪
族）から成る群より独立して選択された０～２個のＲ８ｈ置換基によって置換され、ある
いは２個の隣接する置換基が、介入する環原子とひとまとめにされて、縮合ジオキソラン
環または縮合ジオキサン環を形成する、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
環Ａが式Ａ－ｉ、Ａ－ｉｉ、またはＡ－ｉｉｉ：

【化３】

を有し、
該式中、ｍは、０、１、または２である、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
Ｒｈが、－ＣＮ、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、または－Ｏ
Ｒ５である、請求項６に記載の化合物。
【請求項９】
Ｒｈが、－Ｔ４－Ｒ２ｈ、－Ｖ３－Ｔ４－Ｒ２ｈ、または－Ｃｙ－Ｔ４－Ｒ２ｈであり；
　Ｖ３が、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－で
あり；
　Ｃｙが、５員もしくは６員のアリーレンまたはヘテロアリーレンであり；
　Ｔ４が、Ｃ１～４アルキレン鎖であり；そして
　Ｒ２ｈが、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２である；
請求項６に記載の化合物。
【請求項１０】
Ｒｂが水素である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
Ｒａが、水素、Ｃ１～６脂肪族、－Ｔ１１－Ｒ１ａ、－Ｔ１１－Ｒ２１ａ、－Ｔ１２－Ｒ
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２２ａ、－Ｖ１－Ｔ１１－Ｒ１ａ、－Ｖ１－Ｔ１１－Ｒ２１ａ、－Ｖ１－Ｔ１１－Ｒ２２

ａ、または－Ｒ１ａであり；
　Ｖ１が、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４ａ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＳＯ２－、ま
たは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－であり；
　Ｔ１１が、１または２個の独立して選択されたＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により
置換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、該アルキレン鎖が場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝
Ｃ（Ｒ５）－または－Ｃ≡Ｃ－によって割り込まれ；
　Ｔ１２が、１または２個の独立して選択されたＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により
置換されたＣ２～６アルキレン鎖であり、該アルキレン鎖が場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝
Ｃ（Ｒ５）－または－Ｃ≡Ｃ－によって割り込まれ；
　各Ｒ３ａが独立して、－Ｆ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～３アルキル）、
－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～３アルキル）から成る群より選択され
；
　各Ｒ３ｂが独立して、Ｒ３ａまたはＲ７によって場合により置換されたＣ１～３脂肪族
であり、あるいは同じ炭素原子または隣接する炭素原子における２個の置換基Ｒ３ｂは、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　Ｒ２１ａが、－Ｃ（Ｒ５ａ）＝Ｃ（Ｒ５ａ）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ５ａ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ６ａ

、－ＳＯ２Ｒ６ａ、－ＳＯ３Ｒ５ａ、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４ａ）２、－ＣＯ２Ｒ５ａ、－Ｃ（
Ｏ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ａ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ａ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４ａ）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ４ａ）Ｃ（＝ＮＲ４ａ）－Ｎ（Ｒ４ａ）２、－Ｃ（＝ＮＲ４ａ）－Ｎ（Ｒ４ａ）２、－
Ｃ（＝ＮＲ４ａ）－ＯＲ５ａ、－Ｃ（Ｒ６ａ）＝Ｎ－ＯＲ５ａ、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５ａ）２

、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５ａ）２であり；
　Ｒ２２ａが、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＲ５ａ、－ＳＲ６ａ、－Ｎ（Ｒ４ａ）２、－ＮＲ
４ａＣ（Ｏ）Ｒ５ａ、－ＮＲ４ａＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４ａ）２、－ＮＲ４ａＣＯ２Ｒ６ａ、－
Ｏ－ＣＯ２Ｒ５ａ、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４ａ）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５ａ、－Ｎ（Ｒ４ａ

）Ｃ（＝ＮＲ４ａ）－Ｎ（Ｒ４ａ）２、－Ｎ（Ｒ４ａ）Ｃ（＝ＮＲ４ａ）－Ｎ（Ｒ４ａ）
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｎ（Ｒ４ａ）ＳＯ２Ｒ６ａ、または－Ｎ（Ｒ４ａ）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４ａ

）２であり；
　各Ｒ７が独立して、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール環であり；そ
して
　Ｒ１ａが、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、または
脂環式環である；
請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
式（ＩＩＩ）：
【化４】

を有する、請求項１１に記載の化合物またはその製薬的に許容される塩であって、
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該式中、
　環Ｂが、０～２個のＲｊおよび０～２個のＲ８ｊによって置換され；
　各Ｒｊが独立して、Ｃ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロ脂肪族、ハロ、－Ｒ１ｊ、－Ｒ
２ｊ、－Ｔ５－Ｒ２ｊ、－Ｔ５－Ｒ１ｊ、－Ｖ４－Ｔ５－Ｒ１ｊ、および－Ｖ４－Ｔ５－
Ｒ２ｊから成る群より選択され、あるいは２個の隣接するＲｊが、介入する環原子とひと
まとめにされて、Ｏ、Ｎ、およびＳから成る群より選択される０～３個の環ヘテロ原子を
有する、場合により置換された縮合４～８員の芳香族環または非芳香族環を形成し；
　Ｔ５が、１または２個の独立して選択されたＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により置
換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、ここで該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５

）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ
Ｏ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）
－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２－、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－によって割り込まれ；
　Ｖ４が、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（
Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（ＮＲ４）＝Ｎ－、－Ｃ（ＯＲ５）＝Ｎ－、－Ｎ（Ｒ４）
ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）－、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ
５）－Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）－Ｏ－、または－Ｐ（Ｏ）（ＮＲ５）－Ｎ（Ｒ５）－、であり；
　各Ｒ１ｊが独立して、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリ
ル、または脂環式環であり；
　各Ｒ２ｊが独立して、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－
Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、ＳＯ３Ｒ５、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－ＣＯ

２Ｒ５、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝
ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）、－Ｃ（
＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－
Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｐ（Ｏ）
（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；
　各Ｒ３ａが独立して、－Ｆ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～３アルキル）、
－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～３アルキル）から成る群より選択され
；
　各Ｒ３ｂが独立して、Ｒ３ａまたはＲ７によって場合により置換されたＣ１～３脂肪族
であり、あるいは同じ炭素原子または隣接する炭素原子における２個の置換基Ｒ３ｂは、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　各Ｒ７が独立して、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール環であり；そ
して
　各Ｒ８ｊが独立して、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、－ＣＯ２Ｈ
、－ＣＯ２（Ｃ１～４脂肪族）、－ＯＨ、および－Ｏ（Ｃ１～４脂肪族）から成る群より
選択される、
化合物またはその製薬的に許容される塩。
【請求項１３】
環Ｂが式Ｂ－ｉ、Ｂ－ｉｉ、またはＢ－ｉｉｉ：
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【化５】

を有し、
該式中、ｎは、０、１、または２である、
請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
Ｒｊが、－Ｔ５－Ｒ２ｊまたは－Ｖ４－Ｔ５－Ｒ２ｊであり；
　Ｖ４が、－Ｃ≡Ｃ－、または－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－であり；そして
　Ｒ２ｊが、－ＯＲ５または－Ｎ（Ｒ４）２である；
請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
Ｒｊが、－Ｖ４－Ｔ５－Ｒ２ｊまたは－Ｖ４－Ｔ５－Ｒ１ｊであり；
　Ｖ４が、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－であり；そして
　Ｔ５が、場合により－ＦまたはＣ１～４脂肪族によって置換されたＣ２～４アルキレン
鎖である；
請求項１３に記載の化合物。
【請求項１６】
Ｒｂが水素またはＣ１～６脂肪族である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１７】
Ｒｂが、－Ｔ２１－Ｒ１ｂ、－Ｔ２１－Ｒ２１ｂ、または－Ｔ２２－Ｒ２２ｂであり；
　Ｔ２１が、１または２個のＲ３によって場合により置換されたＣ１～６アルキレン鎖で
あり、該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－または－Ｃ≡Ｃ－によ
って割り込まれ；
　Ｔ２２が、１または２個のＲ３によって場合により置換されたＣ２～６アルキレン鎖で
あり、該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－または－Ｃ≡Ｃ－によ
って割り込まれ；
　Ｒ１ｂが、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、または
脂環式環であり；
　各Ｒ３は独立して、Ｃ１～３脂肪族、－フルオロ、－ＯＨ、および－Ｏ（Ｃ１～３アル
キル）から成る群より選択され、または同じ炭素原子における２個の置換基Ｒ３は、それ
らが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　Ｒ２１ｂが、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５

）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、－ＳＯ３Ｒ５、－Ｓ
Ｏ２Ｎ（Ｒ４）２、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（
Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ
４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－ＯＲ５、－Ｐ（Ｏ
）（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；そして
　Ｒ２２ｂが、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４Ｃ（
Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－ＣＯ２Ｒ５、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ
６、または－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２である；
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請求項１に記載の化合物。
【請求項１８】
Ｒｂが場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、またはヘテロシクリル環である
、請求項１に記載の化合物。
【請求項１９】
式（ＩＶ）
【化６】

を有する、請求項１８に記載の化合物またはその製薬的に許容される塩であって、
該式中、
　環Ｃは、０～２個のＲｋおよび０～２個のＲ８ｋによって置換され；
　各Ｒｋは独立して、Ｃ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロ脂肪族、－ハロ、－Ｒ１ｋ－、
－Ｒ２ｋ－、－Ｔ６－Ｒ２ｋ、－Ｔ６－Ｒ１ｋ－、－Ｖ５－Ｔ６－Ｒ１ｋ、および－Ｖ５

－Ｔ６－Ｒ２ｋから成る群より選択され；または２個の隣接するＲｋが、介入する環原子
とひとまとめにされて、Ｏ、Ｎ、およびＳから成る群より選択される０～３個の環ヘテロ
原子を有する、場合により置換された縮合４～８員芳香族または非芳香族環を形成し；
　Ｔ６は、１または２個の独立して選択されたＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により置
換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ
（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－
、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ
）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－
Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２－、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－によって割り込まれ；
　Ｖ５は、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（
Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（ＮＲ４）＝Ｎ－、－Ｃ（ＯＲ５）＝Ｎ－、－Ｎ（Ｒ４）
ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）－、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ
５）－Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）－Ｏ－、または－Ｐ（Ｏ）（ＮＲ５）－Ｎ（Ｒ５）－であり；
　各Ｒ１ｋは独立して、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリ
ル、または脂環式環であり；
　各Ｒ２ｋは独立して、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－
Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、－ＳＯ３Ｒ５、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、
－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－Ｃ
Ｏ２Ｒ５、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（
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＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）、－Ｃ
（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）
－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｐ（Ｏ
）（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；
　各Ｒ３ａは独立して、－Ｆ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～３アルキル）、
－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～３アルキル）から成る群より選択され
；
　各Ｒ３ｂは独立して、Ｒ３ａまたはＲ７によって場合により置換されたＣ１～３脂肪族
であり、あるいは同じ炭素原子または隣接する炭素原子における２個の置換基Ｒ３ｂは、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　各Ｒ７は独立して、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール環であり；そ
して
　各Ｒ８ｋは独立して、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、および－Ｏ
（Ｃ１～４脂肪族）から成る群より選択される、
化合物またはその製薬的に許容される塩。
【請求項２０】
環Ｃが、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、および－Ｏ（Ｃ１～４脂肪
族）から成る群より独立して選択される０～２個の置換基によって置換される、請求項１
９に記載の化合物。
【請求項２１】
式（Ｖ）：
【化７】

の化合物またはその製薬的に許容される塩であって、
該式中、
　環Ａは、０～２個のＲｈおよび０～２個のＲ８ｈによって置換され；
　環Ｂは、０～２個のＲｊおよび０～２個のＲ８ｊによって置換され；
　Ｇ１は、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、またはＳ（＝Ｏ）２であり；
　Ｙ１は、ＮまたはＣＨであり；
　Ｙ２は、ＮまたはＣＲｅであり；
　Ｒｂは、水素または場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリール、または
ヘテロシクリル基であり；
　Ｒｃは、水素、フルオロ、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、または場合により置換されたＣ

１～４脂肪族であり；
　Ｒｄは、水素、フルオロ、またはＣ１～４脂肪族であり；あるいはＲｃおよびＲｄが、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、場合により置換された３～６員炭素
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環を形成し；
　Ｒｅは、水素、ハロ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｒ２ｅ、－Ｔ３－
Ｒ１ｅ、－Ｔ３－Ｒ２ｅ、－Ｖ２－Ｔ３－Ｒ１ｅ、または－Ｖ２－Ｔ３－Ｒ２ｅであり；
　Ｔ３は、１または２個のＲ３によって場合により置換されたＣ１～４アルキレン鎖であ
り；
　Ｖ２は、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－または－Ｃ≡Ｃ－であり；
　Ｒ１ｅは、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、または
脂環式環であり；
　Ｒ２ｅは、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５

）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ５、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ
４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－ＣＯ２Ｒ５、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、または－Ｎ（Ｒ４

）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２であり；
　各Ｒｈは独立して、Ｃ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロ脂肪族、ハロ、－Ｒ１ｈ、－Ｒ
２ｈ、－Ｔ４－Ｒ２ｈ、－Ｔ４－Ｒ１ｈ、－Ｖ３－Ｔ４－Ｒ１ｈ、および－Ｖ３－Ｔ４－
Ｒ２ｈから成る群より選択され、あるいは２個の隣接するＲｈが、介入する環原子とひと
まとめにされて、Ｏ、Ｎ、およびＳから成る群より選択される０～３個の環ヘテロ原子を
有する、場合により置換された４～８員の縮合芳香族環または縮合非芳香族環を形成し；
　Ｔ４は、１または２個の独立して選択されるＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により置
換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、ここで該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５

）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ
Ｏ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）
－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２－、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－によって割り込まれ；
　Ｖ３は、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（
Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（ＮＲ４）＝Ｎ－、－Ｃ（ＯＲ５）＝Ｎ－、Ｎ（Ｒ４）Ｓ
Ｏ２－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）－、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５

）－Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）－Ｏ－、または－Ｐ（Ｏ）（ＮＲ５）－Ｎ（Ｒ５）－であり；
　各Ｒ１ｈは独立して、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリ
ル、または脂環式環であり；
　各Ｒ２ｈは独立して、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－
Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、ＳＯ３Ｒ５、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－ＣＯ

２Ｒ５、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝
ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）、－Ｃ（
＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－ＯＲ５、－
Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ

２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；
　各Ｒｊは独立して、Ｃ１～６脂肪族、Ｃ１～６フルオロ脂肪族、ハロ、－Ｒ１ｊ、－Ｒ
２ｊ、－Ｔ５－Ｒ２ｊ、－Ｔ５－Ｒ１ｊ、－Ｖ４－Ｔ５－Ｒ１ｊ、および－Ｖ４－Ｔ５－
Ｒ２ｊから成る群より選択され；または２個の隣接するＲｊは、介入する環原子とひとま
とめにされて、Ｏ、Ｎ、およびＳから成る群より選択される０～３個の環ヘテロ原子を有
する、場合により置換された４～８員の縮合芳香族環または縮合非芳香族環を形成し；
　Ｔ５は、１または２個の独立して選択されるＲ３ａまたはＲ３ｂによって場合により置
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換されたＣ１～６アルキレン鎖であり、該アルキレン鎖は場合により、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ
（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－
、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ
）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－
Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２－、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－によって割り込まれ；
　Ｖ４は、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、
－Ｓ（Ｏ）２－、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（Ｏ）－、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｎ（Ｒ４）ＣＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（
Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）－、－Ｃ（ＮＲ４）＝Ｎ－、－Ｃ（ＯＲ５）＝Ｎ－、－Ｎ（Ｒ４）
ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）－、－Ｐ（Ｏ）（Ｒ５）－、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ
５）－Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）－Ｏ－、または－Ｐ（Ｏ）（ＮＲ５）－Ｎ（Ｒ５）－であり；
　各Ｒ１ｊは独立して、場合により置換されたアリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリ
ル、または脂環式環であり；
　各Ｒ２ｊは独立して、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）２、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ
５、－Ｃ（Ｒ５）＝Ｃ（Ｒ５）（Ｒ１０）、－Ｃ≡Ｃ－Ｒ１０、－ＯＲ５、－ＳＲ６、－
Ｓ（Ｏ）Ｒ６、－ＳＯ２Ｒ６、ＳＯ３Ｒ５、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）２、－
ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＮＲ４Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－ＮＲ４ＣＯ２Ｒ６、－Ｏ－ＣＯ

２Ｒ５、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－ＣＯ２Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）－
Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝
ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）－Ｃ（Ｏ）、－Ｃ（
＝ＮＲ４）－Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ（＝ＮＲ４）－ＯＲ５、－Ｎ（Ｒ４）Ｃ（＝ＮＲ４）－
Ｎ（Ｒ４）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ６、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｎ（Ｒ４）２、－Ｐ（Ｏ）
（Ｒ５）２、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２であり；
　各Ｒ３は独立して、Ｃ１～３脂肪族、－Ｆ、－ＯＨ、および－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）
から成る群より選択され、または同じ炭素原子における２個の置換基Ｒ３は、それらが結
合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　各Ｒ３ａは独立して、－Ｆ、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＮ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－Ｃ（Ｏ）（Ｃ１～３アルキル）、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１～３アルキル）、
－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ（Ｃ１～３アルキル）から成る群より選択され
；
　各Ｒ３ｂは独立して、Ｒ３ａまたはＲ７によって場合により置換されたＣ１～３脂肪族
であり、あるいは同じ炭素原子または隣接する炭素原子における２個の置換基Ｒ３ｂは、
それらが結合する該炭素原子とひとまとめにされて、３～６員炭素環を形成し；
　各Ｒ４は独立して、水素または場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリー
ル、またはヘテロシクリル基であり；あるいは同じ窒素原子における２個のＲ４は、該窒
素原子とひとまとめにされて、該窒素原子に加えてＮ、ＯまたはＳから選択される０～２
個の環ヘテロ原子を有する、場合により置換された４～８員ヘテロシクリル環を形成し；
　各Ｒ４ａは独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロア
リール、またはヘテロシクリル基であり；あるいは同じ窒素原子における２個のＲ４は、
該窒素原子とひとまとめにされて、該窒素原子に加えてＮ、ＯまたはＳから選択される０
～２個の環ヘテロ原子を有する、場合により置換された４～８員ヘテロシクリル環を形成
し；
　各Ｒ５は独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロアリ
ール、またはヘテロシクリル基であり；
　各Ｒ５ａは独立して、水素あるいは場合により置換された脂肪族、アリール、ヘテロア
リール、またはヘテロシクリル基であり；
　各Ｒ６は独立して、場合により置換された脂肪族またはアリール基であり；
　各Ｒ６ａは独立して、場合により置換された脂肪族またはアリール基であり；
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　各Ｒ７は独立して、場合により置換されたアリールまたはヘテロアリール環であり；
　各Ｒ８ｈは独立して、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、および－Ｏ
（Ｃ１～４脂肪族）から成る群より選択され；
　各Ｒ８ｊは独立して、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－ハロ、－ＣＯ２Ｈ
、－ＣＯ２（Ｃ１～４脂肪族）、－ＯＨ、および－Ｏ（Ｃ１～４脂肪族）から成る群より
選択され；そして
　Ｒ１０は、－ＣＯ２Ｒ５または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４）２である、
化合物またはその製薬的に許容される塩。
【請求項２２】
請求項１または２１に記載の化合物と、製薬的に許容される担体とを含む製薬組成物。
【請求項２３】
細胞におけるキナーゼ活性を阻害するための医薬であって、該細胞に請求項１または２１
に記載の化合物を含む、医薬。
【請求項２４】
前記キナーゼがＣｈｋ－１、Ａｕｒｏｒａ、およびＰＬＫから成る群より選択される、請
求項２３に記載の医薬。
【請求項２５】
癌を処置するための医薬であって、請求項１または２１に記載の化合物を含む、医薬。
【請求項２６】
化学治療剤および放射線治療から成る群より選択される細胞毒性薬をさらに含む、請求項
２５に記載の医薬。
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